
ドローンや衛星によるセンシングを活用した水稲の適期収穫
農研機構、青森県など

農業分野におけるＩＣＴ、ロボット技術の活用例⑤

データ共有による効率的な施設利用

○ ドローンや衛星によるセンシングを活用し

て、水稲の収穫適期を予測するシステムを開
発中

〇 同時に「タンパクマップ」や「土壌の腐植マッ
プ」等によりほ場毎の施肥設計や作付計画作
成を支援

システムの導入メリット

システム概要

○ 適期に収穫することで、作物の品質を向上

○ 事前に収穫時期を把握できることから、乾燥調
製施設等の効率的な利用が可能

○ タンパクマップ等を活用して、ほ場単位できめ
細やかに次年度の施肥設計をすることで、食味
による付加価値米の生産やブランド化に寄与 青森で実運用開始

成熟期（ 月 日）

9/13以前 14       15      16       17      18       19      20       21以降
←早い 遅い→

ほ場の収穫適期マップ

内閣府戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ） 「次世代農林水産業創造技術」において実装

25


